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富良野市教育委員会だより 

教育委員会の活動 

「確かな学力」について 

日本の教育は「決められた正解」に迅速にたどり着くためのもので、主体性を育むにはほど遠い、主体性

を育むには自分の頭で考え試行錯誤しなければならないという趣旨の論調に半分賛成しながら、半分違和感

を表明してみます。 

そもそもその「正解」とはどうやって決められたものなのでしょうか。 

一般論として、教育で「決められた正解」を求められる場合、多くは「複数の人間がその答えに至るまで

様々な試行錯誤がなされた結果としてたどり着いた正解」です。 

個人の思いつきでの独創的な正解とどちらに重みがあり、存在価値があるのでしょうか。逆に言えば、その

「決められた正解」を知らないのになぜ自分の思いついた答えや解法が独創的だとわかるのでしょう。自分

の頭で考え思いつくことは貴重なことですが、それとそれが独創的であることは違う事態です。 

受験漫画の「ドラゴン桜」で同じような題材を取り上げていて、自分の頭で考えて答えを出すべきと主張

する同僚を主人公は「典型的な私立文系の発想だ」と切り捨てます。主人公は「東大に受かる人間は人の出

した答えに頼る。それを利用してその答えの先に行く」という趣旨の反論をするのです。 

端的に言えば、「決められた答え＝これまでの先人たちの試行錯誤の結果としての知の蓄積」を拒否して

自分の頭で考えて答えを出したいという主張は、あまりにも幼く浅いのです。それは使い方を工夫した新ア

イデア商品の開発には役立つかもしれません。ですが、それも既存の商品がないと存在しない知恵です。 

もちろん画期的で世界を変えるような発明独創をする子どもは出てくるでしょう。しかし、それくらい飛

び抜けたような天才を「教育」が作る事はおそらく出来ません。教育が出来るのは、その天才を評価できる

ような良識ある一般市民を育てることです。そして、その良識ある一般市民を育てるためには、まず様々な

先人たちの人生を賭けた試行錯誤の結果として「決められた正解」を学んでもらうことが必要なのです。 

それを、単なる自分の思いつきを認められない事への不満というレベルの主張ではなく、その「決められ

た正解」を凌駕する「次の決められた答えになる候補」を嬉々として出す子供たちを育てるために、「生きる

力」の知的側面である「確かな学力」とは、基礎・基本を徹底し、自ら学び自ら考える力などの育成に励む

こと、と思う昨今です。                     （文責 教育委員 宮本鎮栄） 

          

 

        任期満了に伴い、富良野市議会第２回定例会にて教育委員の指名が行われました 

        宮本鎮栄教育委員（教育長職務代理）が再指名されました。 

        ３期目の任に当たり、寄稿文をいただきました。 

             【任期：令和７年 6 月 20 日～令和 11 年 6 月 19 日】 

 

宮本 鎮栄委員 

（教育長職務代理） 

教育委員の指名について 



  

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員の学校訪問が始まりました！ 
 

教育委員の学校訪問につきましては、各学校に訪問し、 

授業見学や、学校の抱える様々の問題について意見交換を 

行います。 

今年度につきましては、 

 

（１）いじめ防止の体制・取り組みについて 

（２）学校安全・学校防災への取り組みについて 

 

の２点を重点項目として訪問を行います。 

来月以降も学校訪問は順次行い、全校訪問いたします 

 

・富良野市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正について 

・富良野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部改正 

について  

・外国語指導助手就業規則の一部改正について                                                                          

 定例会は傍聴もできますので、教育委員会に事前にご連絡ください 

 西中学校長寿命化改修工事が始まりました！ 

富良野西中学校の校舎棟については、築 40 年以上が経過し、内部及び外部において、老朽化が

顕著となっています。従来の建替工事とは異なり、既存校舎を解体せず全面的に改修するため、

コストを抑えながら建替同等の教育環境を確保することができます。 

また、廃棄物が少なく環境負荷を軽減するメリットもあります。富良野市学校施設長寿命化計画

に基づいた長寿命化改修により、40 年先も使用することを見据え、老朽化対策はもとより、 学

校現場と連携しながら、安全・安心な施設環境を確保し教育環境の質的向上を図ります。 

普通教室や特別支援教室の内部についても順番に改修工事を行うことから、３階の集会室および

特別支援教室を、改修工事を行う教室の代替教室として使用する予定となっております。 

生徒の皆さんをはじめ、学校関係者の方々には、一時的な教室の移動などご不便をおかけいたし

ますが、何卒ご協力をお願いいたします。 

一部工事を夏休み冬休みに集中的に実施する等、生徒の皆さんの授業や学校生活への影響を最小

限に抑え、かつ安全に工事を実施してまいります。 

 

 

 

 

  

  

教育委員会会議録（令和７年５月～６月）議案一覧より抜粋 


